
「幸中生の素敵なところ」 
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先日、担任の先生から立ち番をしてくださっている地域の

方々への「あいさつ」についての私の思いを伝えてもらいま

した。「今、この時にあいさつせずして、いつするんだ」と

いう思いが強くあったからです。 

その話の翌日以降の登校時のあいさつは、見違えるほど素

敵なあいさつに変わりました。ほとんどの子が、立ち番をす

る人の方に向かって、会釈をしたり、しっかり伝わる声であ

いさつをしたりしていました。一番感じたのは、「立ち番を

してくださっている、一人一人の方に対してあいさつをしよ

う」という意識を感じました。立ち番をしてくださっていた

方もとても喜んでおられ、笑顔と明るいあいさつを返してく

ださっていました。きっと、私が立っている場所以外でも、

同じようなあいさつが交わされていると思います。私は、こ

んなにも素直に受け止めてくれて、行動を変え、実践する幸

中生ってなんて素敵なんだろうと思うのと同時に、幸中生を

誇らしく思いました。 

秋の交通安全運動は、今日で終わりになりますが、生徒会

を中心に取り組んでいく「愛さつプロジェクト」を通して、

あいさつを習慣化し、さらに進化させていってほしいです。

そして、地域に愛され、頼りにされる幸中生になることを願

っています。 
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